
横
浜
港
の
大
黒
埠
頭
の

先
端
に
海
釣
り
の
桟
橋
が

あ
る
。
先
端
に
は
赤
灯
台
。

向
か
い
の
本
牧
埠
頭
の

白
灯
台
と
ペ
ア
で
、
横
浜

港
の
玄
関
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
間
を
往
き
来
す
る

船
に
時
折
目
を
や
り
な
が

ら
釣
り
人
は
竿
に
神
経
を

集
中
。
時
に
は
四
、
五
十

セ
ン
チ
の
大
物
も
。

対
岸
の
本
牧
埠
頭
に
は

キ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
コ
ン

テ
ナ
ク
レ
ー
ン
が
林
立
。

殆
ど
の
キ
リ
ン
が
首
を
立

て
て
い
る
。

積
み
下
ろ
し
の
短
い
時

間
だ
け
キ
リ
ン
は
首
を
水

平
に
す
る
。

昔
は
、
貨
物
の
積
み
下

ろ
し
に
何
日
も
停
泊
。
船

乗
り
は
港
の
海
員
会
館
に

家
族
を
呼
び
寄
せ
て
い
た
。

現
代
の
外
航
船
の
船
員

は
殆
ど
外
国
人
。
港
で
交

替
、
空
路
帰
国
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
で

下
船
出
来
ず
、
一
年
以
上

船
上
生
活
と
云
う
例
も
あ

る
と
か
。
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大
黒

海
釣

り

公
園

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
大
黒
埠
頭

二
〇
二
〇
年
六
月

菅
義
偉
氏
が
総
理
大
臣

と
な
っ
た
。｢

国
民
の
為

に
働
く
内
閣｣

を
掲
げ
た

が
、
政
策
は
安
倍
政
治
の

継
承
と
デ
ジ
タ
ル
庁
、
携

帯
値
下
げ
。
安
倍
政
治
の

問
題
は
科
学
医
学
を
無
視

し
た
官
邸
の
横
や
り
。
デ

ジ
タ
ル
化
以
前
の
問
題
だ
。

読
売･

産
経
新
聞
も｢
政

治
の
信
頼
を
取
り
戻
す
為

に
森
加
計
桜
に
過
剰
な
位

の
説
明
責
任
を｣

と
云
う

が
、
馬
耳
東
風
。

｢

戦
後
生
ま
れ
な
の
で

沖
縄
の
歴
史
は
分
か
ら
な

い｣

と
、
県
民
の
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
反
対
に
は

一
顧
だ
に
し
な
い
。

降
板･

不
回
答･

左
遷

国
谷
裕
子
さ
ん
の
質
問

が
気
に
入
ら
な
い
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ク
ロ
現
か
ら
降
板
さ

せ
た
。
女
性
記
者
の
質
問

に｢

答
え
る
必
要
は
な
い｣

と
拒
否
。
菅
氏
推
進
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
問
題
を
指

摘
し
た
官
僚
は
左
遷
。

自
助
共
助
公
助
カ
ジ
ノ

コ
ロ
ナ
対
策
に
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
一
桁
以
上
増
や

し
無
症
状
感
染
者
を
見
つ

け
る
事
と
、
疲
弊
し
た
医

療
機
関
の
救
済
が
急
務
。

し
か
し
、
菅
氏
は｢

自
助

共
助
公
助｣

つ
ま
り
政
府

は
何
も
し
な
い
。
そ
し
て

東
京
の
Go
To
を
解
禁
。
最

近
テ
レ
ビ
の
コ
ロ
ナ
報
道

が
少
な
い
の
は
何
故
？

市
長
選
で｢

カ
ジ
ノ
は

白
紙｣

と
云
っ
て
い
た
林

文
子
市
長
を
菅
氏
は
昨
年

呼
び
、
カ
ジ
ノ
推
進
に
舵

を
切
ら
せ
た
。
ラ
ス
ベ
ガ

ス
サ
ン
ズ
は
撤
退
表
明
だ

が
、
カ
ジ
ノ
推
進
は
止
め

な
い
。
そ
れ
は
海
底
ト
ン

ネ
ル
と
か
鉄
道
と
か
工
事

の
利
権
の
為
だ
ろ
う
。

横
浜
の
世
論
調
査
で
は

カ
ジ
ノ
反
対
が
多
数
。
カ

ジ
ノ
の
是
非
を
住
民
投
票

に
は
か
る
直
接
請
求
の
署

名
集
め
が
始
ま
っ
て
い
る
。

「国民の為に働く内閣」の｢国民｣って誰？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


